
令和４年10月21日(金)

高知県の防災関連産業の振興について

高知県安芸市 × （有）四国浄管

高知県 商工労働部 工業振興課
高知県 安芸市 危機管理課
（有）四国浄管



１．高知県の防災関連産業の振興について

本日のご紹介内容

２．高知県安芸市 × (有)四国浄管のマッチング事例

・(有)四国浄管の「災害トイレ2Ways大地くん」のご紹介

・高知県安芸市での導入事例のご紹介
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厳しい自然に向き合う高知県の風土

◎全国有数の多雨地帯

＜1998年 高知豪雨＞＜昭和50年台風５号＞

台風の常襲地域 年間平均2,500mmを超える降水
※引用：気象庁1981年から2010年観測値平均



厳しい自然に向き合う高知県の風土

◎およそ100年に一度発生する巨大海溝型地震

⇒たくさんの災害を乗り越えていく中で様々な防災製品や技術が開発されてきた

＜1946年 昭和南海地震＞ 出典：高知市



防災関連登録製品 販売額

「防災関連産業の振興」取組みの概要
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ものづくりの検討段階から試作開発、地消･外商に至るまでの一連の取組を総合
的に支援

防災関連製品・技術の「地産」・「地消」・「外商」に向けた展開

製品の磨き上げ支援

高知県防災関連登録製品
平成24年 42製品 → 平成25年 66製品 → 平成26年 85製品

→ 平成27年 104製品 → 平成28年 119製品 → 平成29年 130製品
→ 平成30年 138製品 → 令和元年 143製品→ 令和２年 155製品
→ 令和３年 168製品

学識経験者・行政関係者・防災用品メー
カー等が品質や安全性などの観点で審査し
たうえで「高知県防災関連登録製品」として
認定

●国立大学防災研究所教授
●大手バイヤー
●公設試験研究機関の担当者 ほか

防災関連製品認定制度審査員

品質・
安全性等を審査

日本国内での展示会出展回数

試作開発から販売
まで一貫した支援

「高知県防災関連登録製品・技術」の売上額

（単位：億円）

防災関連製品認定制度

※売上額には、工法の受注額等を含む

令和３年 ８見本市延べ40社（実績）
令和４年 11見本市 出展予定

メイド・イン高知の防災関連製品
・技術を国内外にＰＲするために
ポータルサイトを開設！
https://kochi-bosai.com/
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防災関連産業の振興



県内企業200社
以上が参加

交流・地産



〈カタログの作成〉

防災カタログ（紙冊子のみ） 減災カタログ（電子ブック版）

地消・外商

https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/150501/2021121700028.html


地域の防災訓練や
イベントにて防災製品の

ＰＲ出展を実施

地消



・見本市や展示商談会への出展

大規模見本市に高知県ブースで出展
より具体的な商談が可能な

展示商談会も開催
（東京・名古屋・大阪各地で開催）

外商



・外商コーディネーターが県外の自治体様や企業様と県内企業をマッチング
・製品・技術のご紹介から商談等の調整まで実施

公益財団法人高知県産業振興センター

外商・製品の磨き上げ支援
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会社名：有限会社 四国浄管

所在地：高知県高知市南御座19-31（本社）

代表者：戸田 明（設立年月日：1976年5月24日）

資本金：1,000万円（従業員数22人）

● みず再生システム事業浄化槽維持管理（保守点検・清掃）

● 防災製品開発事業 （災害トイレ2Ways大地くん)

● 住宅設備事業 浄化槽の設置工事、

キッチン・バス・トイレの水回りリフォーム

事業内容

登録・許可番号

高知県浄化槽保守点検業者登録 高知県知事第034号

高知市浄化槽保守点検業者登録 高知市長第028号

浄化槽清掃業許可 高知市長第008号

浄化槽工事事業者登録 高知県知事（届-25） 第527号

会社＆製品概要

一般廃棄物処理業 高知市許可収集車両5台

高知市排水設備工事指定業者 高知市第389号

管工事業 高知県知事 許可（般-30） 第9664

会社概要



会社＆製品概要



課題

一般的な仮設トイレは

汲み取りをしないと

2～3日ですぐにいっぱいになる

そもそも

仮設トイレが足りない

災害時の仮設トイレ提供協定を

結んでいても、仮設トイレ自体を

運搬する手段がない

製品の誕生のきっかけ



災害トイレ２Ways大地くんとは？

500人が30日間
使用できる大容量

●一般的な仮設トイレ

100基分に相当

●災害時に仮設トイレの

確保や運搬も必要なし

平常時

備蓄スペースが不要

●使用用途のない地下に

トイレを収納できる為

新たに地上に、防災倉庫等の

収納スペースを準備する必要

はありません。

設置後の

ランニングコスト不要

●災害が起きなければ

100年〜150年以上の

耐久性

321

製品紹介



平常時 災害時



トイレ設置



平常時の槽内の状態



災害時の槽内の状態



設置工事の流れ

掘削工事1 下部コンクリート2 搬入3 設置確認4

1ヶ月～2ヶ月工 期

設置工事について



導入実績

20か所、
27基を導入

（2022年9月時点）

四万十町東又地区 B&G海洋センター

安芸市立清水が丘中学校（3基） 四万十町立窪川中学校

日本赤十字高知県血液センター ネクスコ西日本高知高速道路事務所

安芸市営球場（3基）

導入実績7



平成30年度第33回高知県地場産業大賞

産業賞受賞

高知県防災関連登録製品 認定番号 27高知防産 第14号
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高知県安芸市の概要

県都・高知市から東へ約40キロに位置

人口は約16,000人（令和２年国勢調査時点）



安芸市エリアの津波浸水予測

安芸市浄化センター

浄化センターが津波浸水予測エリアに立地。災害時のトイレ対策が大きな課題。



「災害トイレ2Ways大地くん」の導入

防災カタログから「災害トイレ2Ways大地くん」の存在を知り、導入計画を作成
平成３０年度より工事発注の仕様書で必要な技術・仕様として定義し、順次導入



地域住民との災害学習の実施

安芸市内で小中学校などに15基導入済み
安芸市、地域住民、(有)四国浄管が連携して災害学習を実施



周辺自治体への導入事例の紹介

安芸市協力のもと「2Ways大地くん」の導入事例を周辺自治体にも紹介
合わせて、その他の県内防災関連製品も事業者が連携して紹介



最後に

自治体×防災製品のマッチングから防災対策が広がっていく

今後は防テクPFも活用しながら、防災対策の輪を広げていきたい

ご清聴ありがとうございました


